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言葉のナイフ 

校長 吉田 純一 

 

現在、インターネット上での誹謗中傷が深刻な社会問題となっています。SNS は誰もが気軽に

自分の意見や思いを投稿できる場ですが、時にはその投稿が人を深く傷つけることもあります。度

重なる誹謗中傷により、自ら命を絶ってしまったニュースを目にすることも少なくありません。 
 

先日の全校朝会では、「言葉遣い」について話をしました。子どもたちに伝えた内容の一部を紹

介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

子どもたちが安心して過ごせる環境を整えるためには、言葉の力を正しく理解し、使うことが重

要です。「言葉のナイフ」を見過ごすことなく、相手の気持ちを考えた言葉を使うことの大切さを、ぜ

ひご家庭でもお話しいただけますようお願いいたします。 

ナイフで友だちを切りつけたり、刺したりしたら、どうなるでしょうか。友だちは傷

つき、心を痛め、最悪の場合、命を落とすこともあります。ナイフは人の心を突き刺す、

とても恐ろしいものです。 

今、校長先生はナイフと同じくらい恐ろしいものを持っています。それは何だと思い

ますか？ それは「言葉」です。では、ナイフと同じぐらい恐ろしい「言葉」、つまり、

人から言われて嫌だと感じる言葉は何でしょうか。考えてみましょう。 

「死ね」「きもい」「うざい」「消えろ」など。これらはすべて、とても恐ろしい言

葉ですね。 

校長先生は、このような恐ろしい言葉を「言葉のナイフ」と呼んでいます。「言葉の

ナイフ」は相手の心を傷つけ、心を突き刺す「凶器」です。だから絶対に使ってはいけ

ません。もし誰かが「言葉のナイフ」を使っているのを見かけたら、見て見ぬふりをせ

ずに「だめだよ」と注意してください。もし自分が「言葉のナイフ」で傷つけられ、「嫌

だ」と感じたときや、自分では解決できないときは、すぐに誰かに助けを求めてくださ

い。おうちの人、先生、兄弟姉妹、おじいちゃんやおばあちゃん、誰でも構いません。 

相手から何かをされて「嫌だ」と感じたなら、それはいじめです。沼田小学校の先生方全員が

「いじめは絶対に許さない」という強い気持ちで、いじめられている子を全力で守ります。  

 

最後に「言葉のナイフ」と反対の言葉を教えます。「ふわふわ言葉」と言います。「ふ

わふわ言葉」とは、人から言われて嬉しい言葉です。どんな言葉があるでしょうか。 

「ありがとう」「がんばったね」「すごいね」など。 

「言葉のナイフ」を使わず、「ふわふわ言葉」であふれる沼田小学校にしていきましょ

う。 



教育活動をより充実させるために 

本校では、今年度も 1学期の教育活動を振り返り、2学期からの活動に生かすため、子どもアンケー

ト並びに保護者・教職員による「学校評価アンケート」を実施しました。ここでは、三者の比較結果と

その考察について主な内容をお知らせいたします。今後も、ご家庭や地域のご理解とご協力をいただき

ながら、さらに教育活動を充実させてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。（保護者アンケ

ートの回収率～84.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  考察 
 
【学力の向上と自律的な学び】学力向上と課題解決能力

の育成に向けた取組を強化し、児童の自発的な学び
を促進するための環境整備に取り組んでいきます。
また、学力向上に向けた具体的な学習支援策を強化
し、昨年度より増加した「あまりあてはまらない」
という回答に対する対応を検討します。 

【家庭学習と生活習慣の支援】保護者との連携を深め、
研修係を中心に家庭学習のサポートを強化すること
で、児童の学習効果を高めていきます。また、規則
正しい生活習慣の徹底を図るための健康・運動・睡
眠・食に関する指導を継続し、児童が感じている問
題に対しても適切な対応を行い、生活習慣の改善に
努めていきます。 

【読書活動の推進】読書への親しみをさらに推進し、児
童の読解力や学習意欲を高めるために読書活動を充
実させていきます。家庭での読書を重視する保護者
の意見を踏まえ、学校と家庭が連携して読書習慣を
育むための具体的な方策を進めていきます。 

【全ての児童が学校生活を楽しむための環境作り】子ど
もたちが学校へ行くのを楽しみにしていることを維
持しつつ、「まったくあてはまらない」と回答した
児童の状況を把握し、保護者とのコンタクトをとる

⇗素晴らしい提案をありがとうございます。縦割り活動と
して高学年が低学年に読み聞かせをすることで、リーダ
ーシップと協力の精神を育む良い機会となります。本校
でも行っている取組であり、今後も継続して進めてまい
ります。 

○宿題のない日を作る。 
⇒ご意見ありがとうございます。児童がバランスの取れた
生活を送るため、宿題のない日を設けることも検討しま
す。リフレッシュの時間を持たせることで、より良い学
習環境を整えていきます。一方で、宿題については出し
てほしい家庭と少なくしてほしい家庭があることも理
解しています。毎日学習している内容を定着させるため
に宿題を出していますが、全体としてのバランスを考え
る必要があります。昨年度に比べて家庭学習の評価が
78%から 45%に落ちていることを踏まえ、宿題のあり
方について全体的な検討を進めてまいります。児童が効
果的に学習できるよう、保護者のご意見も取り入れなが
ら最適な方法を模索していきます。 

○先生方には、とてもよくして頂いていると思います。 
⇒温かいお言葉をありがとうございます。教職員一同、大
変励みになります。今後も児童の成長を第一に考え、全
力でサポートしてまいります。 

○いじめがあるなら撲滅して下さい。やられた側が我慢す
るのは間違い。 



 
 

 

 

 

雨の予報で練行に不安もありましたが、雨を吹き飛

ばすようなパフォーマンスで、大変盛り上がり、無事

に盛大に終了することができました。開催にあたり、

LED 交換をはじめ、保護者の皆様をはじめ、多くの

地域の皆様のご協力をいただき、準備を進めてまい

りました。当日も多くの方々にお手伝いいただき、心

より感謝申し上げます。いただいたご意見をもとに、

来年度に向けてより良い行事にしていきたいと考え

ております。本当にありがとうございました。 

 

８月 23 日・24 日 

沼田町夜高あんどん祭り 

＜いじめに関する調査について＞ 

令和 6年度第 1回いじめアンケートを実施しま

した。調査の結果、「嫌な思いをした」児童および

「見たことがある」児童に聞き取りを行い、28件

のいじめを認知しました。該当児童には、担任から

指導を行っており、現在その状況は収束しています

が、3か月を目途に経過観察を続けています。 

また、教職員間で「いじめの定義」を再確認し、

子どもたちの些細な言動も見逃さず対応していま

す。いじめの認知件数が多いことは、教職員が細部

にわたり子どもたちに注意を払っていることによる

ものです。今後も学校全体で子どもたちを見守り、

いじめのない学校づくりを進めてまいります。 

【９月の行事予定】 
2024/09/01 日  

2024/09/02 月 明日萌 

2024/09/03 火  

2024/09/04 水 スクールカウンセラー（9:00～） 

2024/09/05 木 自然体験（４年） 

2024/09/06 金 遠足 

2024/09/07 土  

2024/09/08 日  

2024/09/09 月 
明日萌 １・２年読み聞かせ  

４年生以外午前授業 

2024/09/10 火  

2024/09/11 水  

2024/09/12 木 子ども文化劇場５・６年生 

2024/09/13 金 
クラブ④ 遠足予備日 

家庭学習強化週間②（～28 日） 

2024/09/14 土  

2024/09/15 日  

2024/09/16 月 敬老の日 

2024/09/17 火 1 日防災学校（３・４校時）  

2024/09/18 水 
中学校登校日② 

空特研合同学習 

2024/09/19 木 開校記念日 

2024/09/20 金 
児童会⑥（反省） 

教育実習最終日 

2024/09/21 土  

2024/09/22 日  

2024/09/23 月 秋分の日 

2024/09/24 火 街頭指導（P） 

2024/09/25 水 街頭指導（P） 後期児童会選挙 

2024/09/26 木 街頭指導（P） 

2024/09/27 金  

2024/09/28 土  

2024/09/29 日  

2024/09/30 月 職員会議 明日萌 

 


